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　　　　低張海水処理後遠心 したパ フ ン ウ ニ 卵の 発生　　　山本　穆彦　（東北大 ・理 ・生 〉

　
パ フ ン ウ ニ の 未受精卵及 び 発生各期 に あ る卵 を 58％ 低張 海水で 5 分間処 理 して 後 ， 普通 の 電気遠 心器 で

5『！O 分遠 心 （13°°− 240・・9）・
8・ ％ 海水 鑼 て 正鮪 水中で そ の 後の 発生 覘 た 。 上 言己処理卵 磁 照 眦

し容易 畍 層 し ・ 未受精卵 で は ・ 求 ・醐 よ 順 舳 滴層，醐 層 幟 姶 す，），職 層 の 三 層 紛 層す る 。

受精直後 の 卵 は著 る し い 分層は 見 られ ず断片化 し ， こ れ らは 正常 に発生
’
す る 。

　分裂装置 は一
般 に 分層 面 tc平行に形成 され る例 が多 く，卵割 爾 は 分 層 面 に 直角 に 進 入 す るの は ， 未受精卵

50・8 ％ ， 軽 期卵 54・3 ％・受精後 6・ 分 の 醒 期 ・：礁 ）卵 8a4 ％ で あ る． 然 し なが ら受精th　 7・ 分 の

醒 驟 で は 汾 層礪 係 な 幗 溝カニ功 ・やが て 遠心 M た鑼 装 置 の 位置噺 た に 歌 割勵 ・隙 翫

る・ 1 　i，　’L は 両星期   期 ） を過 ぎ る と割溝形鹹 が決定さ紛 裂装置 の 位職 変 えて も 孵 価 の 変更 は 起
こ らず表層面 の 変化 に よ る もの と思わ れ る。

　　　　　　ウ ニ 卵割瀋形成にお ける表層部の 変化　　 木本 義 一　（京都 ・立 命 高）

表 層咽 彫 成部分 に は該 分 裂断 ・割灘 入 前；C ， 染色慢 異 弼 る 層 b・．b ら bit る。 こ の 層 は 肥 厚
し た 表層 の 部分 と瀞 外 層 か ら畝 d ・ らは割離 7・ に つ れ て 分 割 髄 隷 ・ 5が

， 孵 拠 ∫後認 め られ な

くな る ・ 表層 の こ の 部分 は ・
シ 7t ゲ ウ ニ 等 で ，

】・％ フ ・ ・し一E−　・一・個 定 、
マ ・ リー染色 （オ 。 。 ジ G は 用

い ず・酸性 沙 シ 吸 び ア ニ リ 晴 の 2色素 FC よ 映 色 ） で m 　c， よ くEtLめ られ 、 固定前 に Ni20 ・ 麟 処理
をす る と汾 跏 ；一層容易 に 姻 ・5 分 処 理 で ，媚 鶴 ヘ

ー
・ F キ 朔 ン ま だ ま酸性 。 t

／．、． 　y を，外層 は
．
丶

叫 キ ’i　 ll　 v
　a た は ア ニ リ 清 をと る が ・ 自拠 理 囁 の 娠 で ，表層 部 の 染 色 性 が 離 るの 販 して ， タ隰

は まず フ ク シ ン 染性 に な t），つ ぎ に 染色性 を失 う。 こ の 方法 に よ る分 剥は パ フ ン ウ ニ に 適 し，夏 ウ ＝ は こ れ

に 及 ぱ な い 。 こ の 方法 に よ っ て 割羅陥 入 に 先 だつ 害購 表層 部 の 分 1ヒは ， 卵 が ま だ球 形 に 近 い 核分裂後期 に iy
こ っ て い る こ とが わか る。

　　　ウ ニ 卵割時にお け る各種薬物の 表層に 及ぼす影響　　 小 林　直正　（京大 ・理 ・動 ）

受精鹸 の 卵 に 尿素処 理 を行 な っ て受精風 透明層 を除 い た後 ， 核分裂 の 各時期 に デ メ コ ，げ 。
， ウ ． タ

y ，モ ノ ゲ ン 等 で ，処 理 を 行な っ た 、こ れ ら の 卵 に 酸 処理 （元村
’54

， 小 島
’57） を行ない 固定切 片 を欽 ヘ

マ 11キ 遡 ン で 染 色 し・部分的 に お こ る 表層 の 染色性 の 変 1ヒ紡 ， 表層 の 分 1ヒと害構 灘 と の 関係 を 比較検
討 した 。そ の 結果 ， 1）核分裂 中期 迄 の 正 常卵 ， 沓種処理卯 は 何 れ 竜表層 に 分 化が認 め られ ない 。　2）核分

裂 鱗 以後 に デ メ コ ・レ チ 拠 理 を行な っ た郵は，正 常卵 と全 桐 様 に 二 分剖 褐 が， こ の 際割 re部 の 表層 に

色熱 纏 染す る部分が認 め らt・ 6 。 3順 分 裂 後期 に ウ レ タ 拠 理 を した耳吸 ぴ核分裂 麟 以 後 ：c モ ノ ゲ ソ

処 理 を し た 卵 は ， 割溝形成 が 妨げ られ，卵割が行なわれ な い ボ，割溝形成予完部 に は殆 ど表 層 の 分 化 が 認 め

られ なe 。
4）薬物の 影響 か ら回復 し て 多核 と な っ た 卵 で は ， 分裂装置 lcre近 した表層 に 核分裂 後期 以接に

2s’　La て 分 1ヒが 認 め られ る ・
5＞ユユ上 の こ とか ら， 分裂邏 の 耀 と割賜 成部位 の 表 層分化 と の 間 に 関連性

が認 め ら れ る 。

　　　　　　　　細 胞分裂 と卵表層の SH 基　　 灘 井 彦
一　（都 立 大 ・理 ・生 ）

　ウ ニ 卵 を O．lM 亶化 マ グ ネ シ ゥ ム 溶液中で ホ モ ゲ ナ イ ズ し ， 軽 く遠心す る と卵表層 が 大量 に 得 られ る 。

こ の 表層中の 蛋白
一SH 基 の 量は，受精接 か ら次第 に 増加 し ，分 裂 直 前 に 最大 に な る。分裂溝 が 入 る前 lcす

で に 減少 し は じめ 分裂溝 の 進行 と共に 急速 に 減 少す る。

　組胞質分裂を＝ 一テ ル 海水 で お さ え る と ， 表 層
一SH 基は核 分裂 の 進行 に 拘わ りな く変化せ ず

一・
定 に 保 た

れ る。 こ の 卵を海水 に もど して 直 ちに 分 裂 し始 め る 場合に は ， そ れ と 同時 tc − SH 基 は減少す る 。 海 水 に も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 16 ）
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